
岡山大学病院 ICT サーベイランス運営方針 

 

制定 令和 6 年 7 月 10 日 

 

サーベイランス実施の目的 

医療関連感染の発生は患者生命への直接的な影響に加え、在院日数を延長させ、患者満足度

を著しく低下させるものである。高度医療による易感染者の増加に伴い、病院施設が取り組む医療

感染対策はこれまで以上に医療の質を評価する指標としての性格を強めている。 

サーベイランスとは特定の疾患や出来事について、発生分布や原因に関するデータを継続的か

つ組織的に収集・統合・分析し、改善につながる情報をタイミングよく提供することと定義される。 

このような活動を恒常的に維持することで、職員全体の感染対策に対する意識向上を果たすこと

も期待される。 

 

当院で実施している主な ICT サーベイランスの種類と対象一覧 

医療器具関連（デバイス）サーベイランス 

・中心静脈カテーテル関連血流感染（CLABSI）サーベイランス 

・カテーテル関連尿路感染（CAUTI）サーベイランス 

・人工呼吸器関連イベント（VAE）サーベイランス 

・人工呼吸器関連肺炎（VAP）サーベイランス 

・手術部位感染（SSI）サーベイランス 

病原体サーベイランス 

手指衛生サーベイランス 

特定抗菌薬使用量サーベイランス 

岡山大学職員感染症症候群サーベイランス 

医療器具関連感染対策プロセスサーベイランス 

手術部位感染対策プロセスサーベイランス 

 

※ICT: Infection Control Team 
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